
 なんちょう なんなん 

 

「なん」でも はなしたいけど 

「ちょう」っと きくのがむずかしい 

 

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

なんちょう なんなん なんだろう 

 

インコをリンゴに ききまちがえた  

にていることば くべつが「なん(難)」  

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

くちのうごきは おなじです  

 

ガヤガヤそうおん とってもにがて  

ほちょうきつけると ノイズも「ちょう(聴)」  

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

きんちょう しんちょう やりすごそう  

 

よばれたこえに きづかない  

うしろのおとの ききとり「なん(難)」  

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

しらんぷりでは ないんです  

 

思わずうん！と あいづちをうつ  

どうじのかいわ すべてが「ちょう(聴)」  

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

いちどのききとり むずかしい  

 

ほちょうきや じんこうないじを つけていても 

ぜんぶ きこえているわけではないんだ 

 

だから 

 

まえにまわって はなしてくれたら  

ひとりずつかいわ はじめてくれたら  

みぶりてぶり まじえてくれたら  

ききなおすことに おうじてくれたら  

 

じゅんちょう かいちょう ぜっこうちょう 

もっともっと はなしができるから  

 

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

「なん」でもはなせる せかいって 

なんちょう なんなん なんちょう なんなん 

「ちょう」たのしくて すてきなせかい 

 


